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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

本校における教育活動の実態を示す主なデータである成績評価関係資料は，準学士課程・専攻科課

程の全学年を対象として，定期試験問題及び模範解答を学生課教務係に保存蓄積している（資料９－

１－①－１）。また，本科・専攻科全学年を対象として，定期試験の答案用紙等の全数を各学科で保管

している（資料９－１－①－１）。さらに日本技術者教育認定機構（JABEE）による教育プログラム対

象科目については，学習・教育目標の達成を示すための資料を科目ごとに小箱（ボックス）に入れて

図書館に保管し，全教員が自由に閲覧可能とし，特に学科長と教務委員が資料の内容をチェックする

体制になっている（資料９－１－①－２）。 

学校全体の日常的な教育点検は，主に教務委員会，教育改善推進委員会等で行われる。学生の学習・

教育目標達成度の評価・検討は，全教員が出席して年度末に開催される進級判定会議において行われ

る。また，参与会（外部からの第三者組織所属の有識者の会）による点検・評価に加え，自己点検・

評価委員会が，校内の各種委員会に自己点検項目を提示し，報告を受けることにより，点検・評価結

果が取りまとめられ，今後どのような教育の改善に取り組むべきかの指針を与え，各種委員会，学科，

教員にフィードバックされる体制となっている（資料９－１－①－３）。 

  

 

 

資料９－１－①－１

「定期試験問題用紙等の提出」 

 

（出典 平成 24 年度教務手帳 P.９）
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資料９－１－①－２

「学習・教育目標の達成を証明する資料等の保存と資料ボックスの作成と管理」 

 

（出典 JABEE 科目担当教員へのボックス作成依頼より抜粋）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校における教育活動を含めた総合的な点検・評価は自己点検・評価委員会が行っており，日常的

な教育の実施状況に関する教育点検・評価は，教務委員会や教育改善推進委員会が主に行う体制にな

っている。成績評価関係資料は，学生課教務係，各学科，図書館で適切に収集・保存されている。教

育活動に関する蓄積した資料は，各種委員会等の連携により点検・評価するシステムが確立している。 

以上のことから，教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積さ

れており，評価を適切に実施できる体制が整備されている。 

 

 

 

資料９－１－①－３

「各種委員会と教育点検・評価事項」 

 
（出典 自己点検・評価報告書 平成 20 年３月発行 P.26）
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観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

学生からの意見の聴取を行う取り組みとしては，授業評価アンケートを全開講科目対象として平成

12年度から全学的に実施している。平成15年度からはウェブアンケートシステム（資料９－１－②－

１）を用いて調査をしており，平成20年度以降は年度内に２回の調査を行い，年度途中で授業改善項

目の把握等に役立てている。結果は学内LANを活用して全教員及び全学生にウェブ開示している。また，

教員の意見は，教員の自己申告書（学生の授業評価アンケート結果等を参考にした自己検証を踏む）

や教員相互評価等で聴取している（資料９－１－②－２，３）。 

学外関係者の意見は，参与会（年１回開催）（資料９－１－②－４），就職先企業アンケート調査（３

年ごとに実施），卒業生アンケート調査（３年ごとに実施）（資料９－１－②―５），保護者会（年２回

開催），後援会（年３回開催），地区会（年５地区開催）等を通じて聴取している。 

聴取した意見等をもとに，教務委員会，教育改善推進委員会，個人評価委員会，自己点検・評価委

員会等が，教育の状況に関する点検・評価を中期計画・年度計画に基づき行い（資料９－１－②－６），

最終的に自己点検・評価委員会が報告書としてまとめている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学内外の意見を様々な取組により聴取しており，その結果をもとに自己点検・評価委員会が，学校

の策定した基準に基づき，自己点検・評価を適切に行い，自己点検・評価報告書を作成している。 

以上のことから，学校の構成員，学外関係者の意見の聴取を行っており，教育状況に関する自己点

検・評価を適切に行っている。 
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資料９－１－②―１

「学生による授業評価アンケート質問画面」 

 

（出典 学生による授業評価ウェブアンケート 調査ページ）
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資料９－１－②－２

「教育研究活動等に係る自己申告書の提出」 

 

（出典 教員個人の教育研究活動等に係る評価及び運用に係る要項）
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資料９－１－②－３

「教員による相互評価」 

 
  

（出典 教員相互評価における投票用紙）
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資料９－１－②－４

「参与会による意見」 

 

  

（出典 参与会報告書 平成 23 年 10 月発行 P.40）
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資料９－１－②－５

「平成 22 年度就職先企業アンケート調査及び卒業生アンケート調査結果まとめ」 

 
 

 

  

（出典 平成 23 年度教員会資料）
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資料９－１－②－６

「教育の状況に関する点検・評価」 

 

 （出典 平成 23 年度 年度計画 進捗状況表より抜粋）



高知工業高等専門学校 基準９ 

 

- 319 - 
 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育改善を進めるシステムは，学校・教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全般

的な仕組みであり，各種委員会がその役割を明確にするために，PDCAサイクルによって，教育活動の

継続的改善を図るように構築されている（資料９－１－③―１）。 

教育方針や法的及びその他社会的要請に基づく計画において，学習・教育目標の設定及びカリキュ

ラムの設計には，各学科・各専攻会議からの提案をもとに教務委員会で審議が行われる。重要事項に

ついては，運営会議で審議する（資料９－１－③―２）。設定された教育目標・計画を達成するための

教育活動の実施・運用については，教務委員会や教育改善推進委員会が主体となり，また学習環境や

学習支援に関しては，学生生活委員会や寮務委員会等でも審議・検討されている。 

計画・実施・運用状況等についての点検・検証は， 第三者評価組織をはじめ，保護者・卒業生・企

業及び学内の各種委員会で行われている。さらに各学科においても学科会議，専攻会議などで，専攻

及び学科内部における教育課程の見直し等の事項について点検を行い，諸問題の解決に当たっている

（資料９－１－③―３）。本校の総合的な点検・評価は，自己点検・評価委員会により行われ，点検・

評価結果は，本校の改善システムの中心であるリエゾン・企画委員会に報告され，改善策の具体化を

促し，継続的な改善や見直し措置を行うシステムが整備されている。参与会での意見をもとに本校の

対応として，教育システムやICT教育の改善に取り組んでいる（資料９－１－③―４）。また，教育課

程の大幅な変更として平成19年度にリエゾン・企画委員会で混合学級編成や習熟度別学級，ティーチ

ングアシスタント（TA）制，文系コース設置等について審議され（資料９－１－③―５），平成20年度

から混合学級の実施や補習授業にTA制度を導入するなど教育の質の向上や改善に向けての方策が継続

して講じられている（資料９－１－③―６）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育改善を進める体制は，PDCAサイクルにより教育活動の持続的改善を図るように構築され

ている。参与会や自己点検・評価委員会等からの点検・評価指摘事項に基づいて，リエゾン・企画委

員会で改善事項について審議・検討し，その結果を教育課程の見直し等に適切な形で反映できている。 

以上のことより，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としての

システムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられている。 



高知工業高等専門学校 基準９ 

 

- 320 - 
 

 

資料９－１－③―１

「高知高等専門学校教育改善システム」 

計画の実施・運用とそのための体制  
 

 運  営  会  議  

教育方針，法的及びその他社会的要請に基づく
計画 

継続的改善，見直し措置 

 校長 

 リエゾン・企画委員会 

計画，実施・運用状況等についての
点検・検証 
 参与会 

 自己点検・評価委員会 

PLAN 
計 画 

ACTION 
改善・見直し

CHECK 
点検・検証 DO 

実施・運用

継
続
的
改
善 

教育改善システムは，学校，教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全校的な仕組みで
あり，運営会議，リエゾン・企画委員会，各種委員会，各科教室会議，各専攻会議，参与会などか
ら構成され， 

「Plan：計画」， 
「Do：実施及び運用」， 
「Check：点検・検証」， 
「Action：改善・見直し」 

などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い。各委員会などの特色を活かしながら，必要
な活動を積極的に進めています。 

教  育 
 学科 
 専攻 

教 育 体 制

 教員選考委員会 
 教務委員会 
 教育改善推進委員会

学習環境，学習支援 
 教務委員会 
 学生生活委員会 
 寮務委員会 
 情報処理センター 

  運営委員会 
 学生相談室 
 図書館 
 進路指導委員会 
 安全・衛生委員会 

入学者選抜 
 入試委員会 

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校  教 育 方 針 

学習・教育目標の設定 
 教務委員会 

カリキュラム設計 
 教務委員会 学科・専攻 

学科・専攻 

情報セキュリティ 
 情報セキュリティ 

委員会 

人権・倫理 
 人権・倫理委員会 

 個人評価委員会 

進級，卒業・修了

 成績判定会議 
 進級・卒業判定会議

 
 （出典 高知高専ウェブサイト）
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資料９－１－③―２

「高知工業高等専門学校運営会議規則」 

 
  

（出典 高知工業高等専門学校規則集）



高知工業高等専門学校 基準９ 

 

- 322 - 
 

 

資料９－１－③―３

「JABEE 新基準に対応した授業科目の手当について」 

 
  

（出典 平成 22 年度第２回機械・電気工学専攻会議議事概要より抜粋）
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資料９－１－③―４

「参与会での意見と本校の教育改善の対応」 

 

（出典 自己点検・評価報告書 平成 20 年３月発行より抜粋）
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資料９－１－③―５

「将来構想に向けた行動計画の策定について」 

 
 （出典 平成 19 年度第２回リエゾン・企画委員会議事概要より抜粋）
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資料９－１－③－６

「教育課程と補習体制」 

 

（出典 参与会報告書 平成 23 年 10 月発行 P.８より抜粋）
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観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改善

活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

学生による授業評価アンケート結果に基づき，非常勤講師を含む全教員は各自の評価結果に対して，

授業内容等を自己分析しコメントを提示している。評価結果及びコメント内容は，学内LANを通じて全

学生，全教員に公開している（資料９－１－④－１）。また，本科で開講されている全授業を対象に教

員の授業参観期間が設けられており，授業参観コメントに基づく教員同士の相互評価も行われ，授業

改善等に継続的に役立てている（資料９－１－④－２）。 

個々の教員の具体的な教育改善活動状況については，教育改善推進室が調査を行い，授業評価アン

ケート結果等を受けて，授業手法の工夫や対話型の授業を取り入れるなど多くの授業改善が実践され

ている（資料９－１－④－３）。また，各教員は教育研究活動等に係る自己申告書（資料９－１－④－

４）や教育に関する事項（授業等）について年度終了後に自己目標に対する達成度を自己検証し報告

する（資料９－１－④－５）ことになっており，学校として教員の教育改善活動状況を把握する体制

が整っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，個々の教員に対して授業評価アンケートなどの教育の質の向上・改善に結びつけるため

の調査実施と教育の改善活動状況を把握するシステムがあり継続的な方策が講じられている。また，

学生及び教員からの評価結果に基づき，具体的な改善手法や取組についての情報を共有している。 

 以上のことより，個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っている。また，個々の教員の改善活動状況を学校として

把握している。 
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資料９－１－④―１

「授業評価アンケート結果に基づく教員のコメント」 

 
（出典 学生による授業評価ウェブアンケート 調査ページ）
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資料９－１－④―２

「授業参観コメント」 

 

（出典 平成 22 年度教員の相互授業参観結果速報）
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資料９－１－④―３

「授業改善活動状況」 

 

 

 

（出典 授業評価アンケート・教育改善に関する教員の意識調査結果より抜粋）
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資料９－１－④―４

「教育研究活動等に係る自己申告」 

 

（出典 教員の自己採点（平成 23 年度実施分）結果より抜粋）
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資料９－１－④―５

「自己目標と達成状況」 

 

（出典 平成 23 年度自己目標と達成状況調査書より抜粋）
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観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

本科５年生の卒業研究（資料９－１－⑤－１），専攻科の特別研究（資料９－１－⑤－２）には，個々

の教員の専門分野の研究内容が反映されている（資料９－１－⑤－３）。各教員の専門分野における研

究過程を教育に役立てている例として，学生の学協会等での成果発表（資料９－１－⑤－４）があり，

学会発表の数・質ともに高く，学会表彰等も多数ある（資料６－１－②－５，12，13）ことから，学

生の問題解決能力や論理的な文章作成技術・プレゼンテーション能力向上に寄与していると伺える。

また，e-Learningの研究活動を基に携帯情報端末を用いたICT活用教育による英単語力増進の取組は全

学的に実施され，学習結果を校内ランキングとして表示するなど，学習意欲を高める工夫を取り入れ

ている（資料９－１－⑤－５）。さらに，具体的な教育方法の改善についての研究を授業に活かしてい

る一例として，英語文法能力育成を試みた「タスクを中心とした言語教育」（資料９－１－⑤－６）の

取組があり，テストの正答平均値の伸び率が向上する成果が得られている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本科学生の卒業研究や専攻科学生の特別研究には，各教員の専門分野の研究活動が反映されている。

教育方法の改善についての研究を授業等で活かしている例として，ICT活用教育やタスクを中心とした

言語教育の取組があり，その成果が教育の質の改善に役立っている。 

以上のことより，教員の研究活動が教育の質の改善に寄与している。 
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資料９－１－⑤―１

「卒業研究テーマ一覧」 

 
 （出典 平成 23 年度機械工学科卒業研究概要集）
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資料９－１－⑤―２

「特別研究テーマ一覧」 

 
 （出典 平成 23 年度特別研究論文集）
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資料９－１－⑤―３

「教員の専門分野一覧」 

 
 （出典 産学技術交流のあゆみ第５号（平成 24 年５月発行）より抜粋）
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資料９－１－⑤―４

「校外発表一覧」 

【機械・電気工学専攻】 

 

変動する電圧源に接続される電気二重層キャパシタの充電法に関する研究 

＊＊＊＊，藤原憲一郎 

第二回電気学会中国支部高専研究発表会（セッション 3）pp.18-19，広島，(2010). 

 

Charging Method of EDLC by Wind Power Generation Alone System 

***********, M. Yoshida, K. Fujiwara 

Proceedings of the 2010 International Power Electronics Conference 24P5-44，Sapporo，(2010).

 

Output Voltage Control for PWM Inverter with Electric Double Layer Capacitor as DC Power Supply

*********, K. Fujiwara, M. Yoshida, ******, ********** 

Proceedings of the 2010 international Power Electronics Conference 24C3-3，Sapporo，(2010).

 

自然エネルギーを電源とした EDLCs の高効率充電法の検討 

＊＊＊＊ 

平成 22 年度中国・四国地区高等専門学校専攻科研究交流会，香川，E5 (2010)． 

 

インバータの出力電圧直接制御法の電圧特性の検討 

＊＊＊＊，藤原憲一郎，吉田正伸 

電気学会電力半導体研究会 SPC-10-107 pp.47-50，高知，(2010) 

 

EDLCs を電源とする電圧型インバータの実効値フィードバック制御法と特性 

＊＊＊＊，藤原憲一郎，吉田正伸 

平成 22 年電気学会産業応用部門大会 1-74，東京(2010)． 

 

風力発電機を電源とする EDLCs の簡便な高効率充電法の検討 

楠瀬崇宏，＊＊＊＊，藤原憲一郎 

平成 22 年度電気関係学会四国支部連合大会講演論文集 5-1，p.38，徳島，(2010)． 

 

EDLCs 直並列切り替えのためのインバータ出力電圧制御特性の改善 

＊＊＊＊ 

平成 23 年度中国・四国地区高等専門学校専攻科研究交流会，E5，広島，(2011)． 

 

（出典 平成 23 年度特別研究論文集より抜粋）
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資料９－１－⑤―５

「携帯情報端末を用いた ICT 活用教育」 

 

 （出典 平成 23 年度第６回情報処理センター運営員会資料より抜粋）
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資料９－１－⑤―６

「タスクを中心とした言語教育」 

 （出典 平成 22 年度高専教育講演論文集より抜粋）
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教

育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況）  

本校のFD活動は，教育改善推進委員会が主体となって企画立案し，平成23年度は，新任教員FD研修

会報告（資料９－２－①―１）をはじめ，ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップや効果

的なグループワーク技法等の授業技術の改善・向上を推進する様々なFD研修会（資料９－２－①―２），

（資料９－２－①―３）が行われ，のべ56名の教員が学内外で開催される各種教育講演会・研修会に

参加している（資料９－２－①―４）。また，FD活動による取組は，教育の質の向上や授業の改善を促

し，本校の多くの教員が授業の工夫や改善の努力（資料９－１－④－３）により，教育的な効果があ

がっていると意識している（資料９－２－①―５）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校にはFDに関する組織として教育改善推進委員会が設置されている。この委員会が主体となって，

学生による授業評価アンケート，公開授業，各種FD研修会を企画実施し，教員の教育方法，教育技術

の改善・向上を図っている。多くの教員はFD活動を積極的に実施し，授業改善に取組，教育的な効果

を実感している。 

以上のことより，FDが適切な方法で実施され，組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付い

ていると言える。 
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資料９－２－①－１

「新任教員の FD 研修」 

 
（出典 平成 22 年度教育改善推進委員会新任教員 FD 研修会報告より抜粋）
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資料９－２－①―２

「教員対象 FD 研修会（ティーチング・ポートフォリオ作成）」 

（出典 高知高専ウェブサイト）
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資料９－２－①―３

「教員対象 FD 研修会（SPOD グループワーク）」 

（出典 FD 研修（SPOD グループワーク）実施報告書より抜粋）
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資料９－２－①―４

「平成 23 年度教育改善推進委員会の活動状況」 

 
（出典 高知高専ウェブサイト（教育改善推進室））
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資料９－２－①―５

「授業改善に関する教員の意識」 

 
 （出典 平成 23 年度授業アンケート・授業改善に関する教員の意識調査（集計結果）より抜粋）
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観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

（観点に係る状況）  

本校の技術職員に対する資質向上のための研修等に関しては，教育研究支援センターが企画・実施

しており（資料９－２－②―１），事務職員に対しては，総務課・学生課が連携して執り行っている。

教育支援者等のSD活動は，高専機構や国立大学等が実施する研修会の他に，四国地区大学教職員能力

開発ネットワーク（SPOD）（資料９－２－②―２）による研修会や教育改善推進委員会が企画した他高

専講師によるファシリテーション入門研修（資料９－２－②―３）等により取り組んでいる。また，

平成23年度はのべ121名の職員が各種研修会に参加し（資料９－２－②―４），さらに教育研究支援セ

ンターの技術職員のキャリア支援（教員と連携した研究活動の推進）を目的に２名の技術職員が学術

講演会に共著者として参加している。  

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育支援者等に対しては，教育研究支援センター及び総務課・学生課が主体となって，SD活動を推

進する体制が整っており，資質向上を図るための各種研修会等に積極的に参加している。 

以上のことから，教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行わ

れていると言える。 
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資料９－２－②―１

「教育研究支援センターの業務」 

 
 （出典 高知工業高等専門学校教育研究支援センター規則より抜粋）
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資料９－２－②―２

「教育研究テーマ実施報告書の例」 

 

 

 （出典 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）事業３年間の活動報告書より抜粋）
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資料９－２－②―３

「ファシリテーション入門研修」 

 

 （出典 平成 23 年度 FD/SD 研修）
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資料９－２－②―４

「平成 23 年度の各種研修会の実施・参加状況」 

 （出典 総務課人事・労務係資料の抜粋）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 本校で開講されている全ての授業を対象とした学生による授業評価アンケート結果は，校内LANを通

じて全学生，全教員に公開され，教員の相互授業参観等の実施に基づき教育の状況を点検・評価する

仕組みが実現されている。また，授業評価アンケート結果等を受けて，授業手法の工夫や対話型の授

業を取り入れるなど多くの授業改善が実践されている。また，新任教員FD研修をはじめ校内外の研修

等に多くの教員が参加し継続的なFD活動がなされており，授業の工夫や改善の努力が行われ，大多数

の教員が教育的効果の向上を実感し，学校として把握が行われている。 

 

（改善を要する点）  

学内外の FD 活動へ参加する教員がやや固定化する傾向にあり，より一層の FD 活動の活性化を図る

必要がある。教員の要望を取り入れた興味ある楽しい FD 研修・ワークショップなどを，いかに計画・

遂行していくのか，教育改善推進委員会を中心としてさらに検討していくことが必要である。 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

本校における教育活動を含めた総合的な点検・評価は自己点検・評価委員会が行っており，日常的

な教育の実施状況に関する教育点検・評価は，教務委員会や教育改善推進委員会が主に行う体制にな

っている。成績評価関係資料は，学生課教務係，各学科，図書館で適切に収集・保存されている。教

育活動に関する蓄積した資料は，各種委員会等の連携により点検・評価するシステムが確立している。

学校の構成員，学外関係者の意見を様々な方法により聴取しており，その結果をもとに自己点検・評

価委員会が，学校の策定した中期計画や年度計画に基づき，自己点検・評価を適切に行い，自己点検・

評価報告書を作成している。本校の教育改善を進める体制はPDCAサイクルに基づき，教育活動の持続

的改善を図るように構築されている。参与会や自己点検・評価委員会等からの点検・評価指摘事項に

基づいて，リエゾン・企画委員会で改善事項について審議・検討し，その結果を混合学級編成や補習

授業にTA制度を導入するなどの教育課程の見直し等に適切な形で反映できている。 

また本校では，非常勤講師を含む全ての教員に対して授業評価アンケートや教員相互授業参観等を

実施しており，教育の質の向上・改善に結びつけるための継続的な方策が講じられ，具体的な改善手

法や取組についての情報を共有している。学生の卒業研究や特別研究には，各教員の専門分野の研究

活動が大きく反映されている。教育方法の改善についての研究を授業等で活かしている例として，ICT

活用教育やタスクを中心とした言語教育の取組があり，その成果が教育の質の改善に役立っている。 

ファカルティ・ディベロップメントに関しては，教育改善推進委員会が主体的に取り組み，新任教

員FD研修，ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップや効果的なグループワーク技法等の授

業技術の改善・向上を推進する様々なFD研修会を企画実施し，教員の教育方法，教育技術の改善・向

上を図っている。多くの教員はFD活動を積極的に実施し，授業改善に取り組み，教育的な効果を実感

している。また，技術職員などの教育支援者に対しては，教育研究支援センター及び総務課・学生課

が主体となって，SD活動を推進する体制が整っており，資質向上を図るための各種研修会等に積極的

に参加している。 

以上のように，本校では教育の質の向上及び改善のためのシステムが整備されている。 


